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多変量正規分布とウィッシャート分布の関数は多変量解析においてしばしば現れる. 例えば多変

量正規分布を母集団分布として想定した場合に, 主成分分析や判別分析において, また, ホテリング

の T 2 統計量などにおいて, それが現れることは周知である. ところが, 多変量正規分布とウィッシ

ャート分布の関数についての結果はこれまで統計学的な文脈において，Bodnar&Okhrin(2011) [1],

Bodnar&Mazur&Okhrin(2013) [2], そして, Kotsiuba&Mazur(2016) [3] を除いてあまり議論されてこな

かった. 本報告ではウィッシャート分布と正規ベクトルの関数の分布の一つとして線形判別分析について考

察したい.

いま, 二つの正規母集団 Πi : Np(µi,Σ)のいずれかに新しい観測ベクトル y を判別する状況を考える. こ

のとき以下の線形判別関数が与えられる.

L = (µ1 − µ2)
′Σ−1

{
y − 1

2
(µ1 + µ2)

}
X1|µ1,Σ ∼ Np(µ1,Σ), X2|µ2,Σ ∼ Np(µ2,Σ)とし, それぞれ n1 個, n2 個の標本が得られたとき, µi, Σ

−1

の事後分布は適当な事前分布のもとで, i = 1, 2に対し
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のように, それぞれ多変量正規分布とウィッシャート分布を持つ. そこで, Lにおけるパラメータ µ1, µ2 と

Σの部分にそれらの事後分布を差し込んだ場合, Lはウィッシャート行列と正規ベクトルの関数となること

がわかる. このとき Lの密度関数は次のように表現される.
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ただし, fN(µ,σ)(x)は平均 µ, 分散 σ2 を持つ正規分布の密度関数で, fχ2
p
(x)は自由度 pのカイ二乗分布の

密度関数で, 1F1(a; b; z)はクンマーの合流型超幾何関数である. 本報告においてはこの密度関数についての

無限級数での表現を与え, 様々な状況下でどのように密度関数が変化するかを考察する.
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